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Qh + Qr = Qm + Qlos 
Qh :ヒーターによる加熱速度[J/s]





本カロリメータからの熱損失速度 Qloss は， (1)式より反応を伴わない条件(Qr=O)で定電圧装置を用
いたヒーターによる加熱速度 Qh と測定される除熱速度 Qm との差 (Qloss= Qh -Qm) から求められる。
発熱速度 Qr は Qmの測定から計算される。反応熱が伴わないときの発熱曲線は一定熱量 Qh を示




Qm = (T2-Tl) F Cp = UA (Tr-T2) 
T2 :冷却水出口温度[Ocl U 
(2) 
Tl :冷却水入口温度[Ocl A 















続いて反応器内に純水 700.0 g を投入し、提枠翼の回転速度は 300rpm とした。
反応器には周囲からの風の影響を避けるために、気泡入りポリエチレンシートで覆った。
反応器の設定温度は 50.00oCに設定 L、開始と同時に定電圧装置でヒーターに加熱速度 90W に
し、安定になったところでlOW を上乗せし 40 分経過後に再び 90W に戻した。実験方法は同じよ
うにしヒーターに加熱速度 150W を与え、同様に 10W上げて 160W にして安定性を調べた後 150W
にもどし、発熱速度の違いによる熱損失速度の安定性を調べた。
結果と考察
ヒーターにより投入された加熱速度 Qh[J/s] と測定値 Qm[J/s]の差から算出される熱損失速度
Qloss[J/s] を経過時間に対して調べた。与える発熱速度が 90W では除熱速度の変化量も +2W と大き
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dQrld炉 rp(-? H)WlMglMo (4) 
結果と考察
一仕込みモノマー濃度の影響-
冷却液流量 400g/min で乳化剤濃度 So=6 .25g/l・water、開始剤濃度Io=1.25g/l・water と一定にしてモ








カロリメータで測定された除熱速度 Qm と反応時間の関係を Fig.3 と Fig.4に示す。
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MO=0.3 80=6.2510=1.25 8t=165.1g(2-2) 
Fig.4除熱速度と反応時間との関係
重量法で求めた測定値・と発熱速度から求めた重合率の結果はいずれの場合もよい一致であった。
附=0，0580=625 10=1,25 8t=34.5g(2-3) 
Fig.3 除熱速度と反応時間との関係
仕込みモノマー濃度が 0.05 と 0.3 g/cc-water の重合率 100% 近くの電子顕微鏡写真法での生成粒子
数はどちらも 4.4E14 [particles/cc-water] とほぼ同様で、あった。
一 59 -
スチレンの乳化重合反応で仕込みモノマー濃度 0.3の場合、発熱速度は 10 分程度で 12J/S に達し
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